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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】  生体の体内において長さを有して延びる
管状の器官から内視鏡を用いて採取されて体外に取り出
された生体の組織片を容器を介して保存する組織片保存
器具であって、
前記器官をそれの長さ方向と交差する方向に見て平面的
に表現する器官図形が表示された表示面と、
前記器官から採取された少なくとも１つの組織片を保存
する少なくとも１つの容器を各組織片の採取位置に幾何
学的に関連付けて収容するための複数の主収容部とを含
み、かつ、それら複数の主収容部が前記器官図形に沿っ
て並んで配置される組織片保存器具。
【請求項２】  さらに、厚さを有して板状を成すととも
にその厚さ方向において上面と下面とが互いに対向する
本体部を含み、かつ、
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前記上面に前記表示面が形成されており、
前記本体部に、前記上面において開口する凹みが複数、
前記器官図形に沿いつつ互いに隙間を隔てて並ぶように
形成され、それにより、各凹みとして前記各主収容部が
構成されている請求項１に記載の組織片保存器具。
【請求項３】  前記各主収容部が、前記器官図形を一方
向にたどった場合に右側となる位置と左側となる位置と
にそれぞれ、前記各容器を収容するための副収容部を有
する請求項１または２に記載の組織片保存器具。
【請求項４】  前記各主収容部が、前記器官図形を一方
向にたどった場合に右側となる位置と左側となる位置と
にそれぞれ、前記各容器を収容するための副収容部を有
し、
前記各凹みの底面上の突起により、その底面の、前記器
官図形の右側位置と左側位置とに対応する右側位置と左
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3
側位置とにそれぞれ前記各副収容部が形成される請求項
２に記載の組織片保存器具。
【請求項５】  同じ器官図形を共有する前記表示面と前
記複数の主収容部との組合せにより１つの収容ユニット
が独立的に形成され、その収容ユニットが複数、前記表
示面に対して概して直角である重合せ方向に重ね合わせ
られている請求項１ないし４のいずれかに記載の組織片
保存器具。
【請求項６】  前記複数の収容ユニットが、形状に関し
て互いに共通する請求項５に記載の組織片保存器具。
【請求項７】  さらに、前記複数の収容ユニットを、前
記重合せ方向における相対位置関係が維持される一方、
それら複数の収容ユニットの少なくとも一つが着脱可能
であるように保持するホルダを含む請求項５または６に
記載の組織片保存器具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、生体から採取され
た組織片をその採取位置に関連付けて保存する技術に関
し、特に、生体の体内において長さを有して延びる管状
の器官から内視鏡を用いて採取されて体外に取り出され
た組織片を容器を介して保存する技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】生体の体内には様々な器官が存在する。
それら器官は、全体形状に着目すれば、食道に代表され
るようにほぼ真直ぐに延びる器官と、胃、大腸および小
腸に代表されるように屈曲して延びる器官とに分類され
る。
【０００３】さらに、それら複数の器官は、断面形状に
着目すれば、食道、大腸および小腸に代表されるように
ほぼ同一の断面で延びる器官と、胃に代表されるように
断面が変化しつつ延びる器官とに分類される。
【０００４】いずれの器官も内視鏡的に検査および病変
部の切除が行われる場合がある。以下、このことを一器
官として大腸を選んだ場合を例に取り、具体的に説明す
る。
【０００５】以前では、日本人に発生するがんの中で
は、胃がんが発生する頻度が高かったが、近年では、食
生活の欧米化により、胃がんより大腸がんの方が発生す
る頻度が高い。
【０００６】大腸がんを発見するための大腸がん検査に
おいては、初めに便潜血検査が行われる。この検査の結
果、陽性であると診断されれば、次に内視鏡検査が行わ
れる。この内視鏡検査によって病変部としての大腸ポリ
ープが発見されれば、そのポリープは、前がん状態であ
ると考えられて、積極的に内視鏡的に切除することが行
われている。
【０００７】大腸については、このような内視鏡を使用
した検査および病変部切除の頻度が全国的に増加してい
る。大腸は、直腸、Ｓ状結腸、下行結腸、横行結腸およ
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び上行結腸に分かれ、非常に複雑な形状をしており、長
さも約１ｍと長く、病変部が同じ大腸の複数部位に発生
している場合も多い。
【０００８】従来、医師による内視鏡を用いた検査にお
いては、医師によって生体から採取された組織片の位置
をその検査中、その医師自身が記憶しなければならなか
った。その検査終了後には、同じ医師により、その記憶
を頼りに、各組織片の採取位置が記録されていた。
【０００９】このように、従来の方法では、組織片の採
取位置が医師の記憶のみに依存せざるを得ない。そのた
め、組織片の採取位置が間違って記録されてしまう可能
性を完全には払拭できなかった。
【００１０】このような事情を背景とし、生体から採取
された組織片をその採取位置に幾何学的に関連付けて保
存する器具が既に提案されている（特許文献１参照)。
【００１１】
【特許文献１】特表平１０－５０５４１５号公報
【００１２】この特許文献１には、複数のサンプルを収
容する円柱状のカップ内の空間を、それの中心軸から半
径方向に外向きに延びる複数のセクタ壁により、セクタ
状を成す複数の区画室に仕切り、各区画室を座標に関連
付ける技術が記載されている。
【００１３】同文献には、さらに、カップ内の空間を、
それと同心の複数の円筒壁によって複数の環状の区画室
に仕切り、各区画室を座標に関連付ける技術も記載され
ている。
【００１４】それら技術は、生体から採取されたサンプ
ルをその採取位置に幾何学的に関連付けて保存するため
の技術である。
【００１５】
【発明が解決しようとする課題】しかし、この特許文献
１は、サンプルが採取される器官を平面的に表示するこ
とを開示していない。さらに、サンプルの採取対象とし
て管状の器官を選択することも開示していない。さらに
また、サンプルの採取位置を長さを有する器官の長さ方
向位置に関して特定することも開示していない。さらに
また、サンプルの採取位置を長さ方向位置、横方向位置
および縦方向位置というように３次元的に特定すること
も開示していない。
【００１６】以上の事情を背景とし、本発明は、生体の
体内において長さを有して延びる管状の器官から内視鏡
を用いて採取された組織片をその採取位置に的確に関連
付けて保存することを課題としてなされたものである。
【００１７】
【課題を解決するための手段および発明の効果】（１）
  生体の体内において長さを有して延びる管状の器官か
ら内視鏡を用いて採取されて体外に取り出された組織片
を容器を介して保存する組織片保存器具であって、前記
器官をそれの長さ方向と交差する方向に見て平面的に表
現する器官図形が表示された表示面と、前記器官から採
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取された少なくとも１つの組織片を保存する少なくとも
１つの容器を各組織片の採取位置に幾何学的に関連付け
て収容するための複数の主収容部とを含み、かつ、それ
ら複数の主収容部が前記器官図形に沿って並んで配置さ
れる組織片保存器具。
【００１８】この保存器具においては、長さを有して延
びる管状の器官がそれの長さ方向と交差する方向に見て
平面的に表示される。さらに、その器官から採取された
少なくとも１つの組織片を保存する少なくとも１つの容
器を各組織片の採取位置に幾何学的に関連付けて収容す
るために複数の主収容部が設けられる。それら複数の主
収容部は、器官の形状に対応して長さを有して延びる器
官図形に沿って並んで配置される。
【００１９】したがって、この保存器具によれば、各容
器に保存される各組織片の採取位置を器官の長さ方向に
関して特定する長さ方向位置特定機能が実現される。そ
の結果、この保存器具によれば、内視鏡を用いて器官の
組織を観察しながらその器官から組織片を採取する作業
者は、その採取中、その採取位置を記憶し続けることが
不可欠ではなくなる。よって、その作業者は、観察およ
び採取に専念することが容易となる。
【００２０】したがって、この保存器具によれば、採取
位置の記憶違いに起因する組織片のその後の取扱いミス
を未然に防止することが容易となる。
【００２１】本項における「器官」としては、例えば、
食道、胃、大腸、小腸等がある。また、「表示面」は、
平面として構成してもよいし、曲面として構成してもよ
い。また、「生体」は、人体としたり、動物とすること
が可能である。
【００２２】さらに、本項において「主収容部による容
器の収容」は、例えば、容器を機械的に収容する形式と
したり、磁気的に収容する形式とすることが可能であ
る。容器を機械的に収容する形式を実現するために、例
えば、凹みを用いたり、一時的に吸着するための手段を
用いたり、一時的に接着する手段を用いることができ
る。
【００２３】さらに、本項における「組織片」は、その
後の検査のためのサンプルを意味するように解釈した
り、切除されるべき病変部を意味するように解釈するこ
とが可能である。
【００２４】（２）  さらに、厚さを有して板状を成す
とともにその厚さ方向において上面と下面とが互いに対
向する本体部を含み、かつ、前記上面に前記表示面が形
成されており、前記本体部に、前記上面において開口す
る凹みが複数、前記器官図形に沿いつつ互いに隙間を隔
てて並ぶように形成され、それにより、各凹みとして前
記各主収容部が構成されている（１）項に記載の組織片
保存器具。
【００２５】前記（１）項に係る保存器具は、例えば、
表示面上に主収容部が突出する態様で実施することが可
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能である。しかし、この態様では、当該保存器具の使用
者が表示面上の器官図形を見る際の視界が主収容部によ
って妨げられてしまうため、器官図形に対する視認性が
低下するおそれがある。
【００２６】これに対して、本項に係る保存器具によれ
ば、主収容部が表示面上に開口する凹みとして構成され
るため、容器が主収容部に収容された場合にその容器が
表示面から突出する高さが前記態様におけるより低くて
済み、その結果、器官図形に対する視認性が向上する。
【００２７】（３）  前記各主収容部が、前記器官図形
を一方向にたどった場合に右側となる位置と左側となる
位置とにそれぞれ、前記各容器を収容するための副収容
部を有する（１）または（２）項に記載の組織片保存器
具。
【００２８】この保存器具においては、各主収容部が、
器官図形を一方向にたどった場合に右側となる位置と左
側となる位置とにそれぞれ、各容器を収容するための副
収容部を有するものとされる。
【００２９】したがって、この保存器具によれば、さら
に、各容器に保存される各組織片の採取位置を器官の横
断面における横方向に関して特定する横方向位置特定機
能も実現される。
【００３０】（４）  さらに、厚さを有して板状を成す
とともにその厚さ方向において上面と下面とが互いに対
向する本体部を含み、かつ、前記上面に前記表示面が形
成されており、前記本体部に、前記上面において開口す
る凹みが複数、前記器官図形に沿いつつ互いに隙間を隔
てて並ぶように形成され、それにより、各凹みとして前
記各主収容部が構成されており、前記各凹みの底面上の
突起により、その底面の、前記器官図形の右側位置と左
側位置とに対応する右側位置と左側位置とにそれぞれ前
記各副収容部が形成される（３）項に記載の組織片保存
器具。
【００３１】本項における「突起」は、凹みの底面の全領
域を右側領域と左側領域とに仕切る１つの突起として構
成することが可能である。また、凹み内において右側位
置と左側位置とに収容される２つの容器にそれぞれ係合
する２つの突起として構成することも可能である。
【００３２】（５）  前記少なくとも１つの容器が、小
形容器と大形容器との少なくとも一方を少なくとも１つ
含み、前記各主収容部が、前記突起の存在にもかかわら
ず、前記大形容器を１つずつ、各主収容部から予定外に
離脱しないように収容し、前記各副収容部が、前記突起
を利用することにより、前記小形容器を１つずつ、各副
収容部から予定外に離脱しないように収容する（４）項
に記載の組織片保存器具。
【００３３】この保存器具によれば、同じ凹みにより、
小形容器の収容と大形容器の収容とが選択的に、かつ、
的確に実現される。
【００３４】（６）  同じ器官図形を共有する前記表示
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面と前記複数の主収容部との組合せにより１つの収容ユ
ニットが独立的に形成され、その収容ユニットが複数、
前記表示面に対して概して直角である重合せ方向に重ね
合わせられている（１）ないし（５）項のいずれかに記
載の組織片保存器具。
【００３５】この保存器具においては、同じ器官図形を
共有する表示面と複数の主収容部との組合せにより１つ
の収容ユニットが独立的に形成され、その収容ユニット
が複数、表示面に対して概して直角である重合せ方向に
重ね合わせられる。
【００３６】したがって、この保存器具によれば、さら
に、各容器に保存される各組織片の採取位置を器官の横
断面における縦方向に関して特定する縦方向位置特定機
能も実現される。
【００３７】本項に係る保存器具により使用される「収
容ユニット」の数は、２個でもよいし、３個以上でもよ
い。
【００３８】（７）  前記複数の収容ユニットが、形状
に関して互いに共通する（６）項に記載の組織片保存器
具。
【００３９】この保存器具によれば、複数の収容ユニッ
トが形状に関して互いに共通させられるため、それら収
容ユニットの製作が容易になるとともに、それらの製作
コストの削減も容易になる。
【００４０】（８）  さらに、前記複数の収容ユニット
を、前記重合せ方向における相対位置関係が維持される
一方、それら複数の収容ユニットの少なくとも一つが着
脱可能であるように保持するホルダを含む（６）または
（７）項に記載の組織片保存器具。
【００４１】
【発明の実施の形態】以下、本発明のさらに具体的な実
施の形態のいくつかを図面に基づいて詳細に説明する。
【００４２】図１には、本発明の第1実施形態に従う大
腸用組織片保存器具（以下、単に「保存器具」という)が
斜視図で示されている。この保存器具は、大腸内に挿入
された内視鏡を用いてその大腸から採取されて体外に取
り出された組織片を保存する容器を収容するために使用
される。
【００４３】この保存器具は、図２には平面図、図３に
は正面図、図４には底面図、そして、図５には右側面図
でそれぞれ示されている。この保存器具の背面図は正面
図と同一に現れ、左側面図は右側面図と同一に現れるた
め、それら背面図および左側面図は省略する。
【００４４】図１に示すように、この保存器具は、厚さ
を有する板状を成す本体部１０を有している。この本体
部１０においては、互いに対向する上面１２と下面１４
とを含む６面によって外形が構成されている。この本体
部１０は、本実施形態においては、合成樹脂によって製
作されている。
【００４５】上面１２は、大腸をそれの長さ方向と交差
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する方向に見て平面的に表現する大腸図形２０を表示す
る表示面である。大腸は、直腸、Ｓ状結腸、下行結腸、
横行結腸および上行結腸を有し、人間の体内において屈
曲して延びる管状の器官である。そのため、本実施形態
においては、その各部位の名称が各部位の位置に関連付
けて上面１２に表示されている。
【００４６】この大腸図形２０は、上面１２の背景色と
区別可能な色で着色されている。大腸図形２０は、例え
ば、背景色が白の場合、例えば、暖色、寒色、中性色お
よび黒色のいずれかの色で着色される。大腸図形２０
は、一色で着色したり、各部位に応じて色分けされるよ
うに着色することが可能である。
【００４７】図１に示すように、この保存器具は、上面
１２において開口する複数の凹み２２を有している。各
凹み２２は、本体部１０内を円形断面で上下方向に延び
ている。それら複数の凹み２２は、大腸図形２０に沿い
つつ互いに隙間を隔てて並ぶように形成されている。
【００４８】図６には、この保存器具が、図２における
Ａ－Ａ線断面図で示されている。保存器具における各凹
み２２は、開口部２４と底部２６とを有している。図７
に示すように、各凹み２２には、容器３０が嵌合によっ
て収容される。その容器３０には、大腸から採取された
組織片（検査のためのサンプルまたは切除すべき病変
部)が密封されて収容される。
【００４９】次に、この保存器具の使用方法の一例を、
医師は１人、看護師も１人で作業を行う環境において説
明する。
【００５０】この場合、まず、医師が、内視鏡を使用し
て患者の大腸から組織片を採取し、その採取された組織
片を容器３０に収容する。その後、医師は、組織片を容
器３０に収容するごとに、その採取位置を口頭で看護師
に指示する。この指示に際し、医師は、採取位置を大腸
の長さ方向位置において特定する。例えば、複数の凹み
２２に順番に番号を付しておけば、番号を特定するだけ
で採取位置を確実に指示できる。いずれにしても、看護
師は、医師の指示に従って複数の凹み２２の中から該当
するものを選択し、その選択した凹み２２の中へ容器３
０を収容する。
【００５１】したがって、本実施形態によれば、医師は
採取作業中に採取位置を記憶し続けることが不可欠では
なくなり、よって、採取作業に専念することが容易にな
るとともに、記憶の誤りに起因して組織片の採取位置の
記録に誤りが発生する事態を容易に回避できる。
【００５２】さらに、本実施形態によれば、複数の凹み
２２により、大腸から採取された組織片の採取位置に関
し、大腸の長さ方向における位置を特定する機能が実現
される。
【００５３】以上の説明から明らかなように、本実施形
態においては、大腸が前記（１）項における「器官」の
一例であり、大腸図形２０が同項における「器官図形」
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の一例であり、複数の凹み２２が同項における「複数の
主収容部」の一例である。
【００５４】次に、本発明の第２実施形態を説明する。
ただし、本実施形態は、第１実施形態と凹み２２の構成
に関してのみ異なり、他の要素に関しては第１実施形態
と共通するため、凹み２２の構成のみを詳細に説明し、
共通する要素については同一の符号または名称を使用し
て引用することによって詳細な説明を省略する。
【００５５】図８には、本発明の第２実施形態に従う大
腸用組織片保存器具（以下、単に「保存器具」という)が
平面図で示されている。この保存器具においては、各凹
み２２の底部２６に、図９に示すように、仕切りリッジ
（突起)５０が形成されている。この仕切りリッジ５０
により底部２６の全領域が２つの部分領域５２，５４に
仕切られている。図８に示すように、仕切りリッジ５０
は、大腸図形２０の長さ方向に沿って延びている。
【００５６】図１０には、この保存器具の一使用例が示
されている。同図に示すように、各凹み２２は、大形容
器６０なら１つ、小形容器６２なら２つ収容可能な大き
さを有している。同図の（ａ）に示すように、凹み２２
の深さは、仕切りリッジ５０の存在にもかかわらず大形
容器６０が予定外に離脱しないように設計されている。
また、同図の（ｂ）に示すように、凹み２２には２つの
小形容器６２が、仕切りリッジ５０によって仕切られた
各部分領域５２，５４に関連付けて収容され、これによ
り、各容器３０の収容位置が予定外に変化しないように
なっている。
【００５７】次に、この保存器具を用いた使用方法の一
例を説明する。
【００５８】医師が内視鏡を用いて患者の大腸から、切
除すべき病変部を採取した場合には、その医師は、その
採取された病変部を大形容器６０に収容するとともに、
その採取位置を、複数の凹み２２のうちのいずれかの位
置によって特定する。大形容器６０は、第１実施形態に
おける容器３０と同じである。
【００５９】これに対し、医師が内視鏡を用いて大腸か
ら、検査のための組織片のサンプルを採取した場合に
は、医師は、その採取されたサンプルを小形容器６２に
収容する。この場合、医師は、採取位置を、複数の凹み
２２のうちのいずれかの位置と、各凹み２２の２つの部
分領域５２，５４のいずれかの位置とによって特定す
る。ここに、部分領域５２，５４の特定は、具体的に
は、大腸を一方向にたどった場合に右側となる位置か左
側となる位置かを特定することにより行われる。
【００６０】したがって、本実施形態によれば、複数の
凹み２２と各凹み２２における仕切りリッジ５０との共
同により、大腸から採取された組織片の採取位置に関
し、大腸の長さ方向における位置を特定する機能と、大
腸の横断面上の横方向における位置を特定する機能との
双方が実現される。
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【００６１】以上の説明から明らかなように、１つの凹
み２２における２つの部分領域５２，５４が前記（３）
項における「右側および左側の副収容部」の一例を構成
し、仕切りリッジ５０が前記（４）項における「突起」
の一例を構成しているのである。
【００６２】次に、本発明の第３実施形態を説明する。
【００６３】図１１に示すように、本実施形態に従う大
腸用組織片保存器具（以下、単に「保存器具」という)
は、第２実施形態に従う保存器具と同じものを収容ユニ
ット９０として３つ備えている。さらに、それら３つの
収容ユニット９０を保持するホルダ９２も備えている。
【００６４】ホルダ９２は３つの収容ユニット９０を、
上段、中段および下段というように、それらの面に対し
て直角方向に隙間を隔てて保持する機能を備えている。
さらに、ホルダ９２は、各収容ユニット９０をそれらの
上面１２と平行な方向へスライド可能に保持する機能も
備えている。
【００６５】したがって、この保存器具の使用者は、必
要な収容ユニット９０を該当する高さ位置へ差し込んで
ホルダ９２に収容したり、ホルダ９２から引き出して取
り外したりすることができる。
【００６６】図１１に示すように、ホルダ９２への収容
状態においては、真上から見た場合に３つの収容ユニッ
ト９０の複数の凹み２２がそれぞれ互いに重なるように
位置付けられている。それら３つの凹み２２は互いに共
同して、大腸を長さ方向に分割することによって定義さ
れる各筒状部位９４（図１２参照）中の各部分から採取
された組織片を収容するために使用される。
【００６７】具体的には、図１２に示すように、上段の
収容ユニット９０は、筒状部位９４の上部のうち左側と
右側とに関連付けて採取組織片を収容し、中段の収容ユ
ニット９０は、筒状部位９４の中央部のうち左側と右側
とに関連付けて採取組織片を収容し、そして、下段の収
容ユニット９０は、筒状部位９４の下部のうち左側と右
側とに関連付けて採取組織片を収容する。
【００６８】したがって、本実施形態は、形状に関して
共通する収容ユニット９０を３つ、上下方向に重ね合わ
せることによって、組織片の採取位置を３次元的に特定
して保存することが可能となっているのである。
【００６９】以上の説明から明らかなように、本実施形
態によれば、大腸から採取された組織片の採取位置に関
し、大腸の長さ方向における位置を特定する機能と、大
腸の横断面上の横方向における位置を特定する機能と、
縦方向における位置を特定する機能とが１つの器具によ
って実現されるのである。
【００７０】次に、本発明の第４実施形態を説明する。
【００７１】以上説明した第１ないし第３実施形態にお
いては、組織片が採取される器官として大腸が選ばれる
とともに、大腸を展開せずにその正面から観察して描い
た図形が保存器具の上面１２に表示されている。
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【００７２】これに対し、本実施形態に従う胃用組織片
保存器具（以下、単に「保存器具」という）において
は、組織片が採取される器官として胃が選ばれている。
【００７３】図１３には、現実の胃が平面図で示されて
いる。胃は、概してＪ字状を成して食道と十二指腸とを
つなぐ消化器官であり、食道との接合部として噴門部１
２０、十二指腸との接合部として幽門１２２を備えてい
る。
【００７４】胃は、くびれを有して延びる中空の形状を
成しており、それの長さ方向における上側から下側に向
かって、胃底部１２４、胃体部１２６、胃角部１２８お
よび前庭部１３０がそれらの順に並んで配置されてい
る。図１３においては、胃の正面図上における輪郭線の
うち左側の部分は小弯１３２、右側の部分は大弯１３４
と称され、小弯１３２のうちくびれた部分は胃角１３６
と称される。
【００７５】本実施形態においては、以上説明した形状
を有する胃を大弯１３４に沿って切断して平面状に展開
することが想定される。図１４に示すように、その展開
状態における胃の正面図が、本実施形態に従う胃用組織
片保存器具（以下、単に「保存器具」という）の上面１
２に胃展開図形１４０として表示される。胃展開図形１
４０は、胃を展開してそれの内面を正面から見て平面的
に描いた図形である。図１４においては、胃展開図形１
４０の左半分は胃の前壁１４２、右半分は後壁１４４を
示している。すなわち、本実施形態においても、上面１
２が、器官図形の一例である胃展開図形１４０を表示す
る表示面なのである。
【００７６】さらに、本実施形態においては、保存器具
が複数の凹み２２を胃展開図形１４０内において備えて
いる。それら複数の凹み２２は、胃の長さ方向とそれに
対して直角な方向すなわち横方向とに並んで配置されて
いる。それら複数の凹み２２は、胃展開図形１４０上に
おいて、前壁１４２に属するグループと、後壁１４４に
属するグループとに分けられている。さらに、噴門部１
２０に属するグループと、胃底部１２４に属するグルー
プと、胃体部１２６に属するグループと、胃角部１２８
に属するグループと、前庭部１３０に属するグループ
と、幽門１２２に属するグループとに分けられている。
ただし、複数のグループを跨いで位置する凹み２２もい
くつか存在する。
【００７７】したがって、本実施形態によれば、複数の
凹み２２により、胃から採取された組織片の採取位置に
関し、胃の長さ方向における位置を特定する機能と、胃
の横断面上の横方向における位置を特定する機能との双
方が実現される。
【００７８】なお付言すれば、本実施形態においては、
保存器具の上面１２が平面として構成されているが、現
実の胃の形状をさらに忠実に再現すべく、保存器具の上
面１２を曲面として構成することが可能である。 *
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*【００７９】以上、本発明のいくつかの実施形態を図面
に基づいて詳細に説明したが、これらは例示であり、前
記[課題を解決するための手段および発明の効果]の欄に
記載の態様を始めとして、当業者の知識に基づいて種々
の変形、改良を施した他の形態で本発明を実施すること
が可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態に従う大腸用組織片保存
器具を示す斜視図である。
【図２】図１の大腸用組織片保存器具を示す平面図であ
る。
【図３】図１の大腸用組織片保存器具を示す底面図であ
る。
【図４】図１の大腸用組織片保存器具を示す正面図であ
る。
【図５】図１の大腸用組織片保存器具を示す右側面図で
ある。
【図６】図２におけるＡ－Ａ線断面図である。
【図７】図１の大腸用組織片保存器具の使用状態を説明
するための部分断面図である。
【図８】本発明の第２実施形態に従う大腸用組織片保存
器具を示す平面図である。
【図９】図８におけるＢ－Ｂ線断面図である。
【図１０】図８の大腸用組織片保存器具の使用状態を説
明するための部分断面図である。
【図１１】本発明の第３実施形態に従う大腸用組織片保
存器具を示す部分断面正面図である。
【図１２】図１１の大腸用組織片保存器具の実施形態を
説明するための大腸の断面図である。
【図１３】人間の胃を示す正面図である。
【図１４】本発明の第４実施形態に従う胃用組織片保存
器具を示す平面図である。
【符号の説明】
１０  本体部
１２  上面
１４  下面
２０  大腸図形
２２  凹み
２４  開口部
２６  底部
３０  容器
５０  仕切りリッジ
５２，５４  部分領域
６０  大形容器
６２  小形容器
９０  収容ユニット
９２  ホルダ
１４０  胃展開図形
【要約】
【課題】生体の体内において長さを有して延びる管状の
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器官から内視鏡を用いて採取されて体外に取り出された
組織片を、その採取位置に的確に関連付けて保存するこ
とを実現する。
【解決手段】大腸から内視鏡を用いて採取されて体外に
取り出された組織片を容器を介して保存する組織片保存
器具１０に、大腸を平面的に表現する大腸図形２０が表
示された表示面１２と、大腸から採取された組織片を保*

*存する容器を収容するための複数の凹み２２とを設け
る。さらに、それら複数の凹み２２を大腸図形２０に沿
って並んで配置する。これにより、大腸から採取された
組織片を保存する容器が、各組織片の採取位置に幾何学
的に関連付けてその凹みに収容され、その結果、各組織
片の採取位置を大腸の長さ方向位置に関して特定する長
さ方向位置特定機能が果たされる。

【図１】 【図２】

【図４】

【図７】 【図１２】

【図１３】

【図９】
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【図３】 【図５】 【図６】

【図８】 【図１０】
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【図１１】 【図１４】
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摘要(译)

解决的问题：实现与内窥镜一起准确地收集从内窥镜延伸到活体内的管
状器官收集并从体内取出的组织片。 。 解决方案：在平面上表示大肠的
大肠图案20显示在组织片存储设备10上，该设备通过容器存储使用内窥
镜从大肠收集的并从体内取出的组织片。 提供了显示表面（12）和用于
容纳用于存储从大肠收集的组织块的容器的多个凹部（22）。 此外，多
个凹部22沿着大肠图案20并排布置。 从而，用于存储从大肠收集的组织
块的容器在几何上与每个组织块的收集位置相关联并且被容纳在凹部
中，结果，每个组织块的收集位置在大肠的长度方向上改变。 执行用于
定位的纵向定位功能。
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